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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期

第１四半期連結
累計期間

第51期
第１四半期連結

累計期間
第50期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年６月30日

自2020年４月１日
至2020年６月30日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 4,632,401 4,674,484 26,387,579

経常利益又は経常損失（△） （千円） △262,961 △184,696 175,124

親会社株主に帰属する当期純利益又

は親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）

（千円） △194,510 △132,431 93,999

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △205,553 △117,939 △12,421

純資産 （千円） 5,536,831 5,554,496 5,729,964

総資産 （千円） 18,716,815 16,703,563 17,602,730

１株当たり当期純利益又は１株当た

り四半期純損失（△）
（円） △16.91 △11.51 8.17

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 29.6 33.3 32.6

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第50期第１四半期連結累計期間及び第51期第１四半期連結累計期間の「潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益」は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第50期

の「潜在株式調整後１株当たり当期純利益」は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

新型コロナウイルス感染症（COVID̶19）による事業への影響については、引き続き今後の状況を注視してまいり

ます。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、2019年10月の消費税率10％への引き上げにより消費マインド

が低下するなか、新型コロナウイルス感染症（COVID̶19）拡大による様々な活動自粛の影響を受け、個人消費の低

迷に拍車がかかり、経済活動の停滞による実体経済悪化が現実的となったことから、景気の先行きは予断を許さな

い状況に変わってきております。

住宅業界におきましては、新型コロナウイルス感染症（COVID̶19）拡大防止のための外出自粛制限に伴い、展示

場閉鎖やイベント等の自粛により受注活動への影響を受けるなど、極めて厳しい状況に直面していることから、先

行きの見通しはより一層困難な状況となっております。

こうした状況の中、当社グループは、住宅市場動向の急速な変化に対応し、住まいに関する多種多様なニーズを

捉え、継続的な収益に結び付けるべく、将来を見据えた事業ポートフォリオの最適化を目指した取り組みを推進し

てまいりました。

住宅請負事業におきましては、市場におけるZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）への関心の高まりに対

応するため、ZEH仕様住宅の普及に向けて積極的な受注活動を継続推進するとともに、在宅ワークスペースの確保

や、万一の際の備蓄品確保にも有用な大収納空間「蔵」の提案など、家族で過ごす時間の増加を前提とした「新た

な日常生活」に対応できる住まいのニーズの掘り起こしに注力してまいりました。

分譲事業におきましては、自社開発の大規模分譲地を中心とした集客活動に加えて、主に広島県広島市において

当連結会計年度末に完成予定の、ミサワホームブランドの分譲マンション「アルビオ・ガーデン」シリーズの販売

を継続するなど、まちづくり事業への取り組みを展開してまいりました。

リフォーム事業におきましては、戸建住宅、アパート、戸建貸家等、オーナー様からの大型リフォーム工事に加

え、非住宅も含めた商業施設等の全面リフォーム工事にも注力するなど、多面的な受注活動に取り組んでまいりま

した。

これらの活動の結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は売上高4,674,484千円（前年同期比0.9％増）、営

業損失202,705千円（前年同期は274,134千円の営業損失）、経常損失184,696千円（前年同期は262,961千円の経常

損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失132,431千円(前年同期は194,510千円の親会社株主に帰属する四半期

純損失)となりました。

なお、住宅業界における季節的要因として、新学期・新年度を控えた２～３月度に売上が集中する傾向がありま

す。これにより当第１四半期の売上高は、他の四半期に比べ相対的に低い水準となっております。

 

当第１四半期連結累計期間における、セグメント別の概況は次のとおりであります。

各セグメントの経営成績は次のとおりであります。

住宅請負事業

住宅請負事業部門の売上は、戸建住宅（木質、鉄骨、MJ Wood）と賃貸用のアパート等の請負によるものであ

ります。

当第１四半期連結累計期間は、引渡棟数が増加したことに加えて、新築付随工事の獲得とコスト削減効果によ

り増収増益となりました。

この結果、売上高3,016,843千円（前年同期比24.3％増）、セグメント利益2,442千円（前年同期は148,328千

円のセグメント損失）となりました。

分譲事業

分譲事業部門の売上は、建売分譲住宅、住宅用地、分譲マンションの販売及び買取再生事業によるものであり

ます。

当第１四半期連結累計期間は、住宅用地の販売区画数は増加しましたが、新たな分譲マンションの完成がな

く、引渡戸数が減少したことにより減収減益となりました。

この結果、売上高750,533千円（前年同期比19.4％減）、セグメント利益7,315千円（前年同期は36,443千円の

セグメント利益）となりました。
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リフォーム事業

リフォーム事業部門の売上は、増改築、インテリア、エクステリアなどの請負によるものであります。

当第１四半期連結累計期間は、消費税増税以降受注が減少していることから、減収減益となりました。

この結果、売上高602,533千円（前年同期比36.4％減）、セグメント利益712千円（前年同期は62,048千円のセ

グメント利益）となりました。

その他事業

その他事業部門の売上は、借上アパートの転貸による家賃収入や不動産の仲介料収入及び損害保険の代理店収

入などによるものであります。

当第１四半期連結累計期間は、手数料収入、メンテナンス工事収入ともに減少したことにより、減収減益とな

りました。

この結果、売上高304,574千円（前年同期比6.9％減）、セグメント損失13,916千円（前年同期は10,540千円の

セグメント損失）となりました。

 

②財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末と比較して899,166千円減少しました。これ

は主に未成工事支出金が130,801千円、未成分譲支出金が97,234千円それぞれ増加する一方、現金預金が

977,590千円、完成工事未収入金及び売掛金が51,783千円、分譲土地建物が154,629千円それぞれ減少したこと

等によるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比較して723,698千円減少しました。こ

れは主に買掛金が90,356千円、工事未払金が256,016千円、未成工事受入金及び分譲事業受入金が23,021千

円、完成工事補償引当金が31,968千円、流動負債その他が110,283千円、長期借入金が21,862千円それぞれ減

少したこと等によるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、主に親会社株主に帰属する四半期純損失の計上により、前

連結会計年度末と比較して175,467千円減少しました。

 

（２）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（３）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。今後も新型コロナウイルス感染症（COVID̶19）拡大の影響を注視しつつ、引き続き財政

状態の健全化を維持してまいります。

 

（５）財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

当第１四半期連結累計期間において、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方

針について重要な変更はありません。

 

（６）研究開発活動

当社においては、研究開発活動は行っておりません。

新商品・新技術の開発は、住宅用部材の仕入先であるミサワホーム株式会社に包括的に委託しております。

当社グループでは、中国地区の気候風土にふさわしい、また、中国地区のユーザー様が好まれる住宅の研究開

発にも注力しており、ミサワホーム株式会社に対して、当社独自の中国地区仕様住宅の開発を提案し、商品化等

の実施をしております。

 

（７）従業員数

当第１四半期連結累計期間において、従業員数の著しい変動はありません。
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（８）生産、受注及び販売の実績

ａ．生産実績

当社グループでは、生産実績を定義することが困難であるため、「生産実績」は記載を省略しております。

ｂ．受注状況

当第１四半期連結累計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第１四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年６月30日）

受注高（千円）
前年同四半期比

（％）
受注残高（千円）

前年同四半期比
（％）

住宅請負事業 2,238,581 80.1 8,498,751 68.7

分譲事業 954,847 90.2 2,346,026 165.6

リフォーム事業 756,852 74.4 848,645 65.4

その他事業 304,574 93.1 － －

合計 4,254,855 81.9 11,693,423 77.6

（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．前期以前に受注した工事で契約内容の変更により請負金額が変更したものについては、受注高にその増

減を含めております。

３．その他事業については、施工期間が短く繰越工事量が少ないため、受注高は販売実績により表示してお

り、受注残高については表示しておりません。

ｃ．販売実績

当第１四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年６月30日）

前年同四半期比（％）

住宅請負事業（千円） 3,016,843 124.3

分譲事業（千円） 750,533 80.6

リフォーム事業（千円） 602,533 63.6

その他事業（千円） 304,574 93.1

合計（千円） 4,674,484 100.9

（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

３．当社グループが属する住宅業界における季節的要因として、新学期・新年度を控えた２～３月度に売上

が集中傾向にあります。これにより当第１四半期の売上高は、他の四半期に比べ相対的に低い水準となっ

ております。
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（９）主要な設備

当第１四半期連結累計期間における設備の新設は、次のとおりであります。

会社名
事業所名

所在地
セグメント
の名称

設備の内容

投資金額
資金調達
方法

着手及び完了予
定年月

完成後の
増加能力

総額
(千円)

既支払額
(千円)

着手 完了

当社

岡山支店

岡山市

北区

住宅請負事

業

分譲事業

リフォーム 

事業

その他事業

全社共通

営業用設備 5,071 5,071

 

自己資金

 

2020

年　４

月

2020

年　５

月

－

（注）上記金額には、消費税等は含んでおりません。

 

（10）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの資本の財源及び資金流動性については、事業運営上必要な流動性と資金の財源を安定的に確保

することを基本方針としております。

短期運転資金及び少額の設備投資については、自己資金及び金融機関からの短期借入で資金調達をしておりま

す。マンション事業等のプロジェクト資金、多額の設備投資及び長期運転資金の調達につきましては、金融機関

からの長期借入を資金調達の基本としております。

当第１四半期連結累計期間において新設した主要な設備は、営業用設備が完成したもので、この資金は自己資

金で賄っております。

なお、当第１四半期連結会計期間末における有利子負債の残高は、5,857,315千円となっております。また、

当第１四半期連結会計期間末における現金預金の残高は5,044,938千円と前連結会計年度末と比べ977,590千円減

少しております。

 

（11）経営成績に重要な影響を与える要因

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はあり

ません。

 

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 31,000,000

計 31,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年８月７日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 11,540,180 11,540,180

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 11,540,180 11,540,180 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金
残高（千円）

2020年４月１日～

2020年６月30日
－ 11,540,180 － 1,369,850 － 65,200

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2020年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

    2020年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 34,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,495,500 114,955 －

単元未満株式 普通株式 10,280 － －

発行済株式総数  11,540,180 － －

総株主の議決権  － 114,955 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が4,100株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数41個が含まれております。

②【自己株式等】

    2020年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％）

ミサワホーム中国㈱
岡山市北区野田二

丁目13番17号
34,400 － 34,400 0.30

計 － 34,400 － 34,400 0.30

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020年４月１日から

2020年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 6,022,528 5,044,938

完成工事未収入金及び売掛金 108,143 56,359

分譲土地建物 3,475,331 3,320,702

未成工事支出金 1,383,856 1,514,657

未成分譲支出金 1,830,034 1,927,269

貯蔵品 9,342 6,281

その他 429,969 451,286

貸倒引当金 △1,197 △978

流動資産合計 13,258,009 12,320,516

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 644,903 628,892

土地 2,467,087 2,467,087

その他（純額） 27,806 25,553

有形固定資産合計 3,139,797 3,121,533

無形固定資産 17,414 16,599

投資その他の資産   

投資有価証券 410,187 415,449

退職給付に係る資産 21,428 24,080

繰延税金資産 275,706 326,220

その他 484,587 483,534

貸倒引当金 △4,402 △4,371

投資その他の資産合計 1,187,508 1,244,913

固定資産合計 4,344,720 4,383,046

資産合計 17,602,730 16,703,563
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,158,236 1,067,880

工事未払金 635,925 379,909

分譲事業未払金 28,164 48,789

短期借入金 4,214,444 4,164,496

未払法人税等 36,989 10,239

未成工事受入金及び分譲事業受入金 2,383,235 2,360,214

賞与引当金 230,000 101,300

完成工事補償引当金 287,827 255,859

その他 919,649 809,365

流動負債合計 9,894,472 9,198,053

固定負債   

長期借入金 1,714,681 1,692,819

役員退職慰労引当金 49,700 48,000

退職給付に係る負債 72,199 71,736

その他 141,712 138,459

固定負債合計 1,978,293 1,951,014

負債合計 11,872,766 11,149,067

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,369,850 1,369,850

資本剰余金 886,598 886,598

利益剰余金 3,628,152 3,438,192

自己株式 △8,256 △8,256

株主資本合計 5,876,345 5,686,384

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △20,058 △16,380

退職給付に係る調整累計額 △126,322 △115,507

その他の包括利益累計額合計 △146,381 △131,888

純資産合計 5,729,964 5,554,496

負債純資産合計 17,602,730 16,703,563
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

売上高 4,632,401 4,674,484

売上原価 ※１ 3,678,208 ※１ 3,770,831

売上総利益 954,192 903,652

販売費及び一般管理費 1,228,327 1,106,358

営業損失（△） △274,134 △202,705

営業外収益   

受取利息 806 2,225

受取配当金 3,667 3,414

受取手数料 8,105 16,399

その他 5,672 4,504

営業外収益合計 18,251 26,543

営業外費用   

支払利息 6,717 6,632

その他 361 1,902

営業外費用合計 7,078 8,535

経常損失（△） △262,961 △184,696

特別損失   

固定資産除却損 － 119

特別損失合計 － 119

税金等調整前四半期純損失（△） △262,961 △184,816

法人税、住民税及び事業税 4,517 4,476

法人税等調整額 △72,967 △56,860

法人税等合計 △68,450 △52,384

四半期純損失（△） △194,510 △132,431

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △194,510 △132,431
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

四半期純損失（△） △194,510 △132,431

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △13,293 3,677

退職給付に係る調整額 2,250 10,814

その他の包括利益合計 △11,042 14,492

四半期包括利益 △205,553 △117,939

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △205,553 △117,939
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

 

 

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症（COVID̶19）の感染拡大に伴う会計上の見積りについて）

当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した情報等についての重要な変更

はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

債務保証は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2020年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2020年６月30日）

(1）住宅購入者のための住宅ローンに

対する債務保証
278,783千円 317,851千円

(2）住宅購入者のためのつなぎ融資に

対する債務保証
1,809,680千円 1,717,940千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１．売上原価に含まれる販売用不動産評価損の内訳は次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年６月30日）

分譲建物 3,384千円 2,351千円

分譲土地 6,130 3,290

計 9,514 5,641

 

２．前第１四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

2020年４月１日 至2020年６月30日）

当社グループの属する住宅業界における季節的要因として、新学期・新年度を控えた２～３月度に売上

が集中する傾向があります。これにより当第１四半期連結累計期間の売上高は他の四半期連結会計期間の

売上高に比べ相対的に低い水準となっております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年６月30日）

減価償却費 27,384千円 23,558千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年６月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月24日

定時株主総会
普通株式 57,528 5 2019年３月31日 2019年６月25日 利益剰余金

 
 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年６月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月22日

定時株主総会
普通株式 57,528 5 2020年３月31日 2020年６月23日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
住宅請負事

業
分譲事業

リフォーム
事業

その他事業

売上高        

外部顧客への売上高 2,426,351 931,037 948,001 327,010 4,632,401 － 4,632,401

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 150,290 － 150,290 △150,290 －

計 2,426,351 931,037 1,098,291 327,010 4,782,691 △150,290 4,632,401

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
△148,328 36,443 62,048 △10,540 △60,377 △213,757 △274,134

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△213,757千円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本部所属の管理部門に係る費用でありま

す。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
住宅請負事

業
分譲事業

リフォーム
事業

その他事業

売上高        

外部顧客への売上高 3,016,843 750,533 602,533 304,574 4,674,484 － 4,674,484

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 168,289 － 168,289 △168,289 －

計 3,016,843 750,533 770,823 304,574 4,842,774 △168,289 4,674,484

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
2,442 7,315 712 △13,916 △3,446 △199,259 △202,705

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△199,259千円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本部所属の管理部門に係る費用でありま

す。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年６月30日）

１株当たり四半期純損失 16円91銭 11円51銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（千円） 194,510 132,431

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純損失（千円）
194,510 132,431

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,505 11,505

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年８月７日

ミサワホーム中国株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柳井　浩一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飴谷　健洋　　印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているミサワホーム

中国株式会社の2020年４月１日から2020年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年４月１日から

2020年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ミサワホーム中国株式会社及び連結子会社の2020年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしてる。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手

したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー

報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財

務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが

求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や

状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連

結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していな

いと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独

で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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